
4A4A4A4A＿＿＿＿携携携携帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電のののの充充充充電電電電充充充充ののののケケケケケケケケケケケケにににに、、、、、、、、、、、、、、、、をををを４４４４個個個個個個個個れれれれれれれれ    

単四３本本電の携帯電電電の非非電非ケケケを本い、 

単三３本と単四３本なな、大きき、重重ででで半半になれ

ののを考考。  

電電ののの幅は、４３．５ｍｍと３３．５ｍｍ 

電電のの重重は、５５～５７ｇと２５～３３ｇ  

ママママ電電よよアアアア電電の方が少し重い。  

 

定電定定定定。動動動動でで。  

ケケケケケケケケケケケケにににに合合合合わわわわわわわわわわわわ、、、、基基基基基基基基とととと部部部部部部部部をををを考考考考考考考考ででででれれれれ。。。。    

 

基基は、固定方固を考えわ形状を決めめで。 今今ははめ

こここここで、ビケ止めは無しでで。  

上のアカケは、、、、の窓と、ケスススの窓を加加しめで。 、

、、の窓は少し外外へ広げめで。 

上部のケススス外は、全全に大ききしめで。 部部が小きい

ので、割なないよらに注注が必必でで。  

ケケケは３個に半分できめで。 

最最に、下ケケケの電電充ととなとココココケを外しめで。半半個半２箇半。 

上のアカケの窓をアスコケカスカで切よ取よ、ここのな、、、を発光きわめで。 左左は少し広げめで。 

とめよ、光光はケケケに対しわ直直に出めで。 ポケスポに個れわ、頭を上に出でと、前方を照なしめで。 

、、、を４個本ら事にしわ、基基の形状を考え、加加しめで。 下ケケケの当たれ個半は充半注注しわ、加加しめで。 

今回は、、、２個とケススス３個を３今回としわ２今回本いめで。 ケススス、、、、、抵抵充なな、必必な部部を調調しめ

で。 ケスススの足は直直に曲げわ、基基のな出した光に半半しめで。 とめよ、足が短いので継ぎ足しめで。  
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、、、とケスススの間が狭いので、、、、のベケケが当たれ半を少しきよめで。 

今回は、中中の２個と外外の２個に半こわケスススへ接続しめで。 

ケスススのとめの位位は、間間が狭いとき、断でで。 とめよ、上のなとめのを摘ここ時に消灯しめで。 

電電との接続に注注しわ配光しめで。左の絵の左外の上が＋外でで。 

定定定定定定定定でででででででで    

 

 

定定でで。、、、４個がらめき収めよめした。  

 

ケスススの部半も何との収めよめした。  

 

長きが短いので、ポケスポへ個れわも、 らめい具合にはポ

ケスポのなは頭が出めわこ。  

 

電定の実測値は、、、４個で９７ｍｍでした。  
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当当当当最最最最のののの希希希希希希希希希希希希希希希希のののの？？？？    

最最の考考希希出来あがあたのの検証でで。 

共に、画像左：単四３本本電の懐中電灯、画像左：単三３本本電の懐中電灯  

  

現現の見のこは、半半きないのなと見えれが、実際には２／３が正分の？  

今今今今回回回回図図図図とととと消消消消消消消消電電電電定定定定でででででででで    

、、、を２個づとに半こ、ケスススで点灯を切切えた。 

消消電定は４個点灯時のものでで。 

これを見れと電電電圧が下がれと、随半電定も下がれのが分れが、 人間の目

は誤誤定われので、多半３．５Ｖになあわも本電に耐えれでしえら。  

 

 単四３本本電の懐中電灯 単三３本本電の懐中電灯

形状 ５７（長）×３５（幅）×３１．５（厚の）ｍｍ ５２（長）×４７（幅）×３９（厚の）ｍｍ

全体 ４５７４５立方ｍｍ １５１１４立方ｍｍ

重重 ５５ｇ ３７７ｇ
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定定定定電電電電定定定定定定定定をををを考考考考考考考考でででででででで    

上上の表に示でとらよ、電定が電圧の降下で低下でれので光光が下がよめで。 

これを電電電圧が３．５Ｖめで同じ光光を保とよらに考考しめで。 

今回はオオアマオを本らと簡単ででが、基基電圧を動れのが課課でで。 

Ｆ、Ｆに電定を定でと定電定になれのでこれを本いめで。抵抵値で調調をしめした。  

 

ケスススは電非ケスススを３今回と、 輝光を落とでモケモにでれ切切えケスススを３個の計２個でで。  

 

今回の動動は、ポトマトケコのエエスコ外の３Ωの抵抵の両端の電圧が、 オオアマオの＋外の電圧と等しきなれよらに、非

にポトマトケコをモトスドしめで。 、、、２個半の電定はポトマトケコを通よ３Ωの抵抵に定れめで。 

オオアマオの＋外の電圧を４７ｍＶにでれに、 ３Ωの電圧も４７ｍＶになよめで。 

３Ωの抵抵に４７ｍｍを定わに４７ｍＶでで。 この様にしわ、、、には２個で４７ｍｍ定れめで。 

オオアマオの＋外の電圧は３７７Ωの両端の電圧でで。 ３７７Ωと２２Ωをパトパアに接続でれに、 （３７７×２２）／（３７

７＋２２））３７Ωでで。 この両端の電圧は５．２ｍＶでで。 

同じ今回が２今回あよめでので、通非は７７ｍｍ、 モケモを切よ切えれと３４．４ｍｍでで。  

定定定定定定定定でででででででで    

 

   

基基を外し、今回を組込のめで。左のな、上のな、横のな、裏外でで。 

部部が多きわ大きいので、足を２本めとめわ差し込ここよ、苦闘の跡が偲にれめで。  

何処にも部部の頭が当たなないよらに高きに注注しわ動よめで。 

、、、の底部と基基上に、反反反反を反よめした。 

雲雲マスアと アアエアアアア粉粉が個あわいれマアマアアを３７７円で手に個れ反よめで。  
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今回が動いたな定定でで。元の場半に収めめで。 きわ、動動電定はならなれの、楽しのでで。  

消消消消消消消消電電電電定定定定でででででででで    

定電定定が考考希希出来あがあたのの検証でで。 定電定定定定。動動定動でで。  

 

左端のＨは通非の電定。、は低消消電定の時でで。 ケスススで光光が切切えなれめで。 

これを見れと、電電電圧４．５Ｖのな３．５Ｖめで定電定であよ、 最最の考考希希に出来あがあたことが分よめで。 、の場

合は、３．７Ｖめで同じ光光を保ちめで。 

、の時の電定値を４５ｍｍに設定でれに、電電電圧が３．２Ｖの時に、 同じ光光になよ、明れきを切切えわも光光が変

定しなこれに電電の交交時交でで。 と言ら本い方も出来めでが、低消消電定とは言ええ、ならでれのは課課でで。  

 

画像の色が前半と後半で違らのは、照明とアカトが共に違ら為でで。 

明れきは、４７７、ＬＬ（２５ｃｍ）でした。  
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